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ミツワ電機工業株式会社（大阪南支部）

今回は羽曳野市誉田にあるミツワ電機工業㈱の代表取締役社長 山田 浩 様、取締役次長 長

田 年也 様、取締役次長 出水 竜一 様を訪ねました。

●3 つの和を尊ぶ精神、創業から成形開始まで

当社は創業者である山田 裕三により昭和 34 年 12 月にミツワ塗工株

式会社として設立しました。社名の由来は、三つの和（株主、従業員、

経営者）を尊ぶ精神を意味していま

す(創業者考案)。しかし塗装だけの

仕事では売上も安定せず、業務上に

おいても手待ち時間のロスが

発生することから、昭和 37 年にはプ

ラスチック成形を開始し成形・塗

装・組立の一貫生産・加工に対応し

ていくこととなりました。

●海外展開及び｢脱下請け｣＝マグネシウム成形の開始

昭和 39 年に現社名であるミツワ電機工業株式会社に改称、

44 年に大阪市内から現在の羽曳野市に本社を移転し、大手家

電メーカーの下請けとして発展して参りました。その後お客

さまの海外進出に合わせ、昭和 62 年にタイ、平成 14 年には

中国へと海外に生産拠点を置きました。その頃から「脱下請

け」として、また、空洞化する国内における新規事業として

独自の技術・事業を確立する必要性を感じ、平成 10 年にマグ

ネシウム事業を立ち上げました。

当社が行っているチクソモールディング方式のマグネシウ

ム製造法は、プラスチック射出成形に原理が近いことから、

当時は多くのプラスチック成形メーカーが新規参入しました。

しかしながら実際には、お金を出してハード面（機械設備）

は揃っても、金型を含むソフト面（製造ノウハウ）は独自で開発する必要があり、大半の会社が

撤退を余儀なくされたように思います。

弊社の場合、幸か不幸か、撤退する余裕などなく、会社存続のためには前に進むしかありませ
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(左)ﾀｵﾙ蒸し器 (中)ｳｫｰﾀｰｻｰﾊﾞｰ (右)酒燗器

んでしたので、全社を挙げて危機感を持って取り組んだ結果がたまたま良い方向へ転んだものと

思っています。

おかげさまで、今では質量ともに国内有数のマグネ部品メーカーとして、スマートフォンや一

眼レフカメラの筐体を中心に製造しています。

特にカメラ筐体においては国内トップのシェアで、すべてのカメラメーカー様とお取引をさせ

ていただいています。また、お客さまの海外生産に対応するため、今では本社だけでなく、タイ

の生産拠点においてもマグネシウム事業を展開しております。お客さまの注文に対しては、国内

外を問わず最適な場所で生産する体制を取っております。

●海外子会社の本家、本元はプラスチック・・

今までプラスチックには一切触れていませんが、国内では環境機器、医療部品などを中心に小

さな所帯でプラスチック事業を行っています。一方、海外ではタイの 2 拠点で成形機合わせて約

150 台（30ton～1600ton）、中国では 20 台（50ton～450ton）の規模で事業を展開しています。各々

現地で受注から販売までを行ういわゆる現地完結型で、本社との取引はほとんどありません。つ

まり、親と子の資本関係こそあれ、お互いが独立した会社で、良い意味でも悪い意味でもお互い

が影響を受けにくく、時にはライバルにもなると言う関係になっています。

●製品事業部は完成品の出荷まで行う。顧客の信頼・ブランドイメージ維持のため細心の注意

当社では射出成形による部品作りだけでなく、

業務用電化製品を中心に設計から部材手配、組

立、品質検査までを一貫して行う製品事業部が

あり、会社売上の 3割を占めております。

そんな取扱商品の中でも特に売上を伸ばして

いるのが「ウォーターサーバー」です。安心し

て何時でも美味しい水を飲みたいという日本人

の欲求の高まりから、オフィスから一般家庭ま

で最近、よく見かけることとなりました。当社

でも冷水から熱水までをお使いいただける、高機能型のオリジナルブランド「アクアルース」を

立上げ、コストパフォーマンスの高い商品として評判を

いただいております。

他には、「タオル蒸し器」や「酒燗器」といった今では

少し懐かしく感じられるような 30 年以上続くロングセ

ラー商品や歯科器具の殺菌に使用される「オイル消毒器」

のような特殊な機器も製造しております。

製品事業部で扱う製品は多岐にわたっておりますが、

一つ一つ、お客様の期待・信頼に沿う製品作りに取り組

んでおります。

手前みそながら、マグネシウムと言う非常に扱いにくい厄介な材料を使って、カメラ筐体など

のように、超一級の外観の仕上がりと高い寸法精度の両方を満足させる技術は、他社を凌駕する

ものと自負しています。成形から始まり、最終の出荷検査まで最低でも 10 以上の製造工程を要す

るので、各工程のスペシャリストがそれを可能にしてくれています。

この事業を始めて 15年が経過し、やっと独自の技術が確立されつつある反面、これからはその

伝承が課題です。

自社の強み

製品組立ライン(製品事業部)



マシニングセンタ(工作機械)

また、最近流行のアベノミクスではありませんが、国内の 3 事業、国内外のグループ 3社、各々

のバランスを取りながら運営し、リスク分散を図っていることも強みと言えば強みかも知れませ

ん。

マグネシウムという、扱いを間違えれば非常に危険な材料を扱っていますので、工場内の安全・

従業員の健康面は特に意識しております。毎月初めの全体朝礼では、全従業員に安全面について

の啓発活動を行い、毎月委員による安全・防災パトロールを実施し、問題点をまとめた上で対策

をし、次月にチェックするようにしています。

また、ＣＳＲ活動の一環として、地域の清掃活動を 10 年以上続けています。

会社設立から数えて今年で 55年になります。もし、創業当初からの「下請け企業」に甘んじて

いたなら、とっくの昔に会社はなくなっていたに違いありません。今後も世の中から必要とされ

る会社であり続けるために、常にお客様のニーズを追い続けることが何よりも重要だと思ってい

ます。

また、むやみに規模を追い求めるのではなく、身の丈に合った堅実な経営、先代の教えである

「他に迷惑をかけない経営」を行っていきたいと思っています。

新規事業の展開を行うには、1 社では限界があるため、大学や研究所などの研究機関や数社を

取りまとめるような協力開発が有効策と考えています。その際、協会がこれらの連携を行う架け

橋のような役割を果たしてもらいたいと思っています。

また、年金、保険などに要する事務費は、他の団体に比べて格段に低く抑えてもらっていて、

その分努力して頂いていることに感謝しています。残念ながら、業界全体がシュリンクしている

のが現状なので、協会も「小さな協会」として今まで提供してきた会員向けサービスを取捨選択

してもらっても良いのではないかと思います。

※ 会社を拝見して ※

塗装事業からスタートし、プラスチック成形、マグネシウム成形と進化をし続けてきた背景に

は、日々考え動き続ける努力があるのだとわかりました。また、これらの堅実な努力は自然と取

引先会社からの信頼を集め、今では同社の確固とした企業理念に基づく独自技術とノウハウの蓄

積により、価格競争に巻き込まれにくい安定経営を実現されました。

しかしながら、そんな現状に甘んじることなく、さらに 100 年企業に向かって日々前進する「ほ

んもの力」を感じました。

◎ありがとうございました

取材：事務局 山本・大野

※本記事記載の情報については、2014 年 7月 31 日現在のものとなります。

仕事において意識していること

今後の展望

このコーナーに掲載希望の会員様は事務局（06－6214－8300）までご連絡ください。

協会への要望

本社工場正門


